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■暮らし関連３ 

■暮らし関連２ 

■ＮＥＷＳ ４ 

「地元の方々に
『ありがとう！』と  
言ってもらえるこ
とが嬉しい。」 

「自然に溢れ、
暮らしやすい川
内村で、一緒に
働きましょう。」 

イノベーショ
ン・コースト構
想で今後具体
化を検討して
いく事項 

「イノベーション・コースト 
 構想」をとりまとめ 

拠点の整備等浜通り地域の新
産業基盤を展開するための提
言が取りまとめられています。
例えば、高効率石炭火力発電
（ＩＧＣＣ）･ＬＮＧ基地によ
り４０００人の雇用増、関連
事業を含めれば１万人規模の
雇用創出を見込みます。 
 政府は引き続き構想実現に
向けた取組を進めていきます。 

詳しくは､経済産業省のホームページをご覧ください。 
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html#innovation 

 平成２６年１月より、赤羽原子
力災害現地対策本部長の私的懇談
会として「福島・国際研究産業都
市（イノベーション・コースト）
構想研究会」を立ち上げ、福島県
内の関係者と、福島県浜通り地域
の新たなる産業基盤の再構築の検
討を進めてきました。 
 各分野の有識者からの提案もふ
まえつつ、６月２３日に開催され
た第７回の研究会において、報告
書が取りまとめられました。 
 構想では、福島第一原発の廃炉
を円滑に進めていくための研究開
開発拠点に加え、災害対応ロボット
のテストフィールド、エネルギー 

（６月２３日） 

南相馬市の 

小高病院が再開。 

地元で安心して、 

受診できます。 
今年の４月２３日に３年ぶりに、避難指示区域内で初めて医療機関が再開されました。 
診療は、月、水、木曜日の週３回（毎月第３木曜の午後は休診）。内科と外科の軽症者が主な対象です。 

＜南相馬市提供＞ 

＜第７回研究会の様子＞ 

http://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/s130919001.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html


◆◇株式会社青田設備（楢葉町）◇◆ 暮らし関連情報 

「地元の方々に『ありがとう！』と 
  言ってもらえることが嬉しい。」 

２ ふれあいニュースレター第４１号  

 今こそ自分で判断して決断する
時だと思います。私たちと一緒に
地域を盛り立てて行きましょう。   
 株式会社青田設備 
  代表取締役 青田 文彦さん 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

「震災発生後から浜通りの上下水道や役場などの補修工事、高線量地域のモ
デル除染作業などに従事し、今もインフラの復旧作業などに携わっています。 

 地元の仲間と協力して、メガソーラーや農業プラントを
建設し、地域復興 
に貢献したいです。 
 応援をよろしく 
お願いします。 

株式会社青田設備 
 福島県双葉郡楢葉町大字井出字浄光西 
 １１－２     
 連 絡 先：０２４０－２３－６５０８ 

 現在、震災前から勤め
ている中堅、ベテラン社
員、総勢１０人で頑張っ
ています。今年５月には、
楢葉町に新たな事務所を
設けました。机などの搬
入はこれから行いますが、
将来はこの地を拠点に地
域の復興推進に携わって
いきたいと考えています。  
 震災直後下水工事など
で苦労を共にした社員が、
今でも地元の人に感謝し
てもらえるのが嬉しいと
いって、元気に働いてい
ます。そんな社員たちは、
我が社の宝です。これか
らも大事にして、一緒に
頑張っていきたい。」こ
のように青田社長は、嬉
しそうに語られました。 

「堤防や高速道
路の建設などが、
急ピッチで進め
られる一方で、
資材の高騰や人
手不足で厳しい
状況です。  
 今こそ地域で
営業している事
業者が一丸とな
り、復興に取り
組みます。」と
青田社長は話さ
れました。 

広い駐車スペースがある 
今年５月に新設した事務所。 

重機の整備もできるクレーン
も配備しています。 

様々な重機で、多種多様な
ニーズに応えます。 

復興工事での活躍に備えて、 
新たに導入した重機です。 

重機は、実働に備えて 
しっかりと整備しています。 



◆◇株式会社四季工房・ 

    家具工房ニングル福島工房(川内村）◇◆ 

暮らし関連情報 

自然に溢れ、暮らしやすい 
川内村で、一緒に働きましょう。 

 小さな工房ですが、忙しく充実
しています。空き時間の自由工作
を奨励し、好きな人には本当に面
白い仕事だと思います。私たちと
家具職人を目指しませんか。   
 株式会社四季工房・ 
 家具工房ニングル福島工房 
  工房長  長田 哲史さん 
  (前中央)と職人のみなさん 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

「家具工房ニングルは、熟練した職人の手仕事によって、木の風合いを生かし
た家具づくりをしています。平成２４年８月に川内村の旧川内二小の体育館な
どを借りて、自然素材に 

 福島工房は、自由に見学できます。お近くにお越しの際は、
お立寄りいただき、村の素晴らしい自然や木の暖かみを感じく
ださい。職人 
一同で、お待 
ちしています。 

株式会社四季工房・家具工房ニングル福島工房 
 福島県双葉郡川内村大字上川内字町内１３８－１ 
 連 絡 先：０２４－０２５－８３０７ 

こだわった注文住宅・リ
フォーム等を手がけてい
る(株)四季工房と共同経
営する形で、工場を立ち
上げました。 
 主な製品は、同社の住
宅向けに、木目が美しい
ハルニレの木材を使った
キッチンを収めています。 
 水回りになるので、伸
縮、膨張、湿気対策を考
えて作っています。使い
込むほど味が出て、手入
れをすれば長く使えます。   
 少量ですが家具も作っ
ており、同社郡山、新宿
のショウルームに展示中
です。」と長田工房長は
話されました。 

「約１年前から
村民２人を含む
５人の職人で家
具作りをしてい
ます。今後は若
い人を採用し、
職人として育て
上げて、家具の
品揃えも充実し
たいと考えてい
ます。」と長田
工房長は将来へ
の展望を述べら
れました。 

ふれあいニュースレター第４１号 ３ 

工房は、体育館を利用してい
ます。 

看板、ポスト、ストーブまで
自由工作の成果です！ 

若い職人を指導して、作業の
安全、技術の向上を図ります。 

木の風合いが感じられる 
キッチンの天板です。 

ハルニレ材を加工して、 
家具を組み上げていきます。 

「 
」 



４ ふれあいニュースレター第４１号  

イノベーション・コースト構想で今後具体化を検討していく事項 

発行 政府原子力被災者生活支援チーム 

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内 
 過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。  

 http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html 

１．国際廃炉研究開発拠点（放射性

物質分析・研究施設） 

廃炉研究の中核施 
設、１Ｆ近傍に設置。 

高濃度放射性物質 
の分析を行い、世界 
の研究者を集めた研究を実施。 

２．ロボット開発・実証拠点 

 （１）モックアップ試験施設（屋内ロボット） 

廃炉作業を想定した 
ロボット試験施設。 
楢葉町に建設中。 

ロボット国際競技会開催。 

 （２）福島ロボットテストフィールド 
     （屋外ロボット） 

陸海空の災害対応ロ 
ボット研究・実証施設。 

緊急時には現場にロボットを派遣。 

４．新たな産業集積 

 （１）スマート・エコパーク 
震災がれきのリサイクル 

や希少金属を抽出する 
拠点を整備。 

 （２）エネルギー関連産業の集積 
高効率石炭火力、ＬＮＧ基地、洋上

風力等に関連した産業の集積。 

 （３）農林水産プロジェクト 
スマート農業、水産研究施設強化。 

 （４）アーカイブ拠点 
原子力災害の教訓を継承するため

の教育研究拠点。 

３．国際産学連携拠点 

全国の原子力関係の 
研究室が集結。 

廃炉、環境修復、農 
林水産、医学等、現地ならではの
教育研究を推進。 

海外原子力技術者の研修も実施。 

  ○『放射線量の見通しに関係する参考試算』の公表 
 イノベーション・コースト構想の具体化にあたっては、現状において放射線量が
相対的に高い地域の放射線量の低減見通しは、求められる情報の一つです。こ
のため、放射線量の見通しについて一つの参考を提示するための試算を公表し
ました。詳しくは以下をご覧ください。 
  http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/140623/report_01e.pdf 

５．インフラ整備 

 （１）交通インフラ 

 JR常磐線の全線開通。 

福島復興再生道路等の整備。 

（２）産業・生活インフラ 

工業団地や生産・物流施設
等を浜通りに計画的に整備。 

双葉郡の中核病院の整備。 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/140623/report_01e.pdf
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